
１ 

過去約 20年間の米国訴訟関連の統計データ 

 

 

                            ２０１５年０５月２５日 
 

 

 

                             

１．はじめに 

1980 年～2013 年に、連邦地方裁判所における特許訴訟は増加しています。過去数年間に亘

って特許訴訟の件数が急激に増加しています。特に、2012年において訴訟件数等が多くなりま

した。これは、 (a) AIAにより、1件の訴訟において多数の被告を相手に訴訟を提起することが

できなくなったこと、及び、(b) 特許発行件数が増加したこと、及び、(c) USPTOによる審査の

品質に問題があること等が主な理由として考えられます。 

 

 このような状況下で、特許出願のプロセキューションおよび特許訴訟を適切に処理していくう

えで、過去の訴訟関連の統計データを知ることは有益であると考えます。そこで、次の(i)～(xii) 

の各種統計データについて以下に説明します。 

 

(i) 特許出願件数と特許訴訟件数の推移 

(ii) 平均獲得損害賠償額の推移 

(iii) 最初の裁定で提示された損害賠償額のトップ 10 

(iv) 陪審員による裁判と裁判官による裁判の割合の推移 

(v) 損害賠償の指標 

(vi) 特許権者の勝訴率 

(vii) 特許訴訟件数が多いトップ 10の産業分野 

(viii) 公判までに要する年数および公判件数の推移 

(ix) 連邦地方裁判所のランキングと NPEが関与した事件の提訴先 

(x) PEと NPEの公判までに要する年数、全体の勝訴率、及び、平均獲得損害賠償額 

(xi) NPEのタイプによる平均獲得損害賠償額および勝訴率 

(xii) 現役のトップ 10の連邦地方裁判所の判事による訴訟データ 

 

【全 16頁】 
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